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現在めぐろ歴史資料館がある建物が、区立小学校の
校舎建て替えに伴い、仮校舎として使用されるこ
とになりました。そのため当館は移転することにな
り、一時休館いたします。

移転リニューアルしてまた皆様をお迎えできるよう
準備を進めてまいります。なお一時休館中も区内
施設で企画展等を開催するとともに、目黒区の歴史と
文化についてのお問い合わせにもご対応いたします。

めぐろ歴史資料館・文化財だより
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こちらから

いますぐ閲覧！

め ぐ ろ 歴 史 資 料 館 で 所 蔵 ・ 展 示 し て い る 貴 重 な 資
料 等 を W e b 上 で 閲 覧 す る こ と が で き る デ ジ タ ル
ミュ ー ジ ア ム で す 。

めぐろデジタルミュージアムの
資料を検索できる！

バーチャルツアーの
体験をしてみよう！

「昔のくらしと道具展」と来年度の対応

　めぐろ歴史資料館が所在しているめぐろ学校サポートセンター施設に
ついては、今後建て替えが必要となる区立学校の仮校舎として活用する
ことになり、移転準備のため令和 8 年 1 月 25 日をもって休館しました。
　新たな移転先は未定ですが、休館中においても郷土の歴史及び収蔵
資料に関する問い合わせなどについては引き続き行っていきます。
　 令 和 8 年 度 よ り 名 称 を「郷 土 資 料 室」 に 変 更 し ま す が、 区 内 施 設
を利用した出張展示の実施やデジタル技術を活用した「めぐろデジタル
ミュージアム」の充実を図るとともに、現在、年中行事の再現や体験
学習事業を行っている目黒区古民家をさらに活用した事業の実施など、
様々な展示方法や情報発信による啓発・普及に努めていきます。
　事業の実施などの情報については目黒区公式ウェブサイトや「めぐろ
区報」に掲載し、お知らせします。
　今後とも何卒お願い申し上げます。

の休館と今後の事業展開

めぐろ歴史資料館では ,小学校第3学年の社会科見学の時期に合わせ、冬の企画展を開催しました。この
企画展は目黒区の郷土学習に活用していただく事を目的としており、開館初年度より例年実施してきました。
今回の企画展では、当館移転前の最後の企画展となることから、開館初年度の「昔のくらしと道具展」
に立ち返り企画しました。利便性の向上した現代と比較し、かつて目黒で使用されてきた道具がどのよ
うなものであったか、また明治から高度経済成長期にかけての道具変化と、それについて企画、展示を
しました。更に資料館の職員が実物の資料を見せながら、道具の使い方や変化を説明し、電気・ガス・
水道がない時代のくらしについての説明を常設展と合わせて実施いたしました。常設展のタケノコの展示
コーナーでの解説では、昭和初期まで目黒区のほとんどが農村地帯であったことを初めて知って驚いた
表情を見せた生徒が多くいました。
令和 7年度の小学校団体見学については、担当の先生を対象に事前説明会を開催し解説内容の確認を
しました。今年度は、当館企画展は 9校、古民家の見学 4校の合計 13校、1,053 名の生徒に参加してい
ただきました。なお、古民家につきましては、令和 8 年度以降も現在と同様に運営します。企画展に
つきましては、区内施設を利用した開催を予定しています。
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洋風庭園 和風庭園

公開日※ 公開時間 見学料

庭園（駒場公園）

和館

洋館

火曜～日曜・祝日

火曜～日曜・祝日

水曜～日曜・祝日

9:00 ～ 16:30

9:00 ～ 16:00

9:00 ～ 16:00

無　料 ※月曜が祝日の場合は開園（館）し、  　
　翌日は休園（館）。
※年末年始は休園（館）。

   新指定　東京都指定名勝　

旧前田庭園（駒場公園）

　令和７(2025）年３月２６日付けで、旧前田庭園（駒場公園）が東京都指定名勝に指定されました。名勝と
は文化財の種類のひとつで、風致景観の優秀なもので古くから名所と知られているものまたは、芸術的もし
くは学術的価値が高いものが指定されます。目黒区内での名勝指定は今回が初であり、東京都指定文化財は
１８件になりました。
　旧前田庭園は、旧加賀藩主の系譜である前田侯爵家の本邸が、文京区本郷から目黒区駒場へ移転した際
に造営された庭園で、昭和４(1929) 年の洋館、同 5 年の和館の竣工に続いて、同６年に完成しました。なお、
洋館や和館等の８棟は、平成 25(2013) 年に重要文化財（建造物）「旧前田家本邸」として指定されています。
　前田家本邸では、主な建物である洋館と和館の周囲にそれぞれの趣に合わせた庭園が一体的に設計されま
した。洋館南面には芝生の洋風庭園が広がり、和館の南には池と流れを主とした和風庭園があります。洋風
庭園の設計は近代日本を代表する造園学者の原凞

ひろし

によるもので、和風庭園は華道家であり上流階級の庭園も
手掛けていた西川一

いっそうてい

草亭による設計です。
　前田家本邸は完成から今日に至るまで、前田家居住期、連合国軍接収期、駒場公園期という用途の変遷が
ありながらも、庭園は造園当時の地割を良好に残し、現存する洋館・和館等の建造物とともに昭和初期にお
ける華族邸宅の全体像を伝える貴重な遺構です。

＜施設案内＞
所 在 地：目黒区駒場四丁目３番５５号（目黒区立駒場公園）
指定面積：３７, ３１６. ４２㎡
交　　通：京王井の頭線「駒場東大前」駅（西口）下車徒歩 10 分
　　　　　小田急線「東北沢」駅または「代々木上原」駅下車 15 分
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開館時間　 午前 9 時 30 分から午後 5 時 
休  館  日 　月曜日および 9 月 24 日 ( 木 ) 
　　　　　  10 月 13 日 ( 火 ) 
　　　　 　ただし 9 月 21 日 ( 月 )、10 月 12 日 ( 月 ) 
                                 11 月 23 日 ( 月 ) は祝日のため開館 

あ
る
旗
本
が
み
た
幕
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入
館
無
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明治元年

明治 2年

明治 3年

明治 4年

明治 5年

明治 6年

明治 7年

明治 8年

明治 9年

明治 10 年

明治 11 年

明治 12 年

明治 13 年

明治 14 年

明治 15 年

明治 16 年

明治 17 年

明治 18 年

明治 19 年

明治 20 年

明治 21 年

明治 22 年

明治 23 年

明治 43 年

明治 44 年

明治 45 年

大正元年

大正 2年

大正 3年

大正 4年

大正 5年

大正 6年

大正 7年

大正 8年

大正 9年

大正 10 年

大正 11 年

大正 12 年

大正 13 年

大正 14 年

大正 15 年

昭和元年

昭和 2年

昭和 3年

昭和 4年

昭和 5年

昭和 15 年

昭和 16 年

昭和 17 年

昭和 18 年

昭和 19 年

昭和 20 年

昭和 21 年

昭和 22 年

昭和 23 年

昭和 24 年

昭和 25 年

昭和 26 年

昭和 27 年

昭和 28 年

昭和 29 年

昭和 30 年

昭和 31 年

昭和 32 年

昭和 33 年

昭和 34 年

昭和 35 年

昭和 36 年

昭和 37 年

昭和 50 年

昭和 51 年

昭和 52 年

昭和 53 年

昭和 54 年

昭和 55 年

昭和 56 年

昭和 57 年

昭和 58 年

昭和 59 年

昭和 60 年

昭和 61 年

昭和 62 年

昭和 63 年

昭和 64 年

平成元年

平成 2年

平成 3年

平成 4年

平成 5年

平成 6年

平成 7年

平成 8年

平成 17 年

平成 18 年

平成 19 年

平成 20 年

平成 21 年

平成 22 年

平成 23 年

平成 24 年

平成 25 年

平成 26 年

平成 27 年

平成 28 年

平成 29 年

平成 30 年

平成 31 年

令和元年

令和 2年

令和 3年

令和 4年

令和 5年

令和 6年

令和 5年度　冬の企画展　昔のくらしと道具展

「伝える・のこす」

12/16 土

～3/10 日

令和５年

令和６年

【開館時間】午前 9時 30 分～午後 5時

【会　　場】めぐろ歴史資料館　企画展示室

【休  館  日】月曜日 ( 祝日の場合は翌日 )

【入  館  料】無料 ①上 ( 入籍ニ付 )　岡田家文書　②手回し計算機　③暗箱カメラ　④蓄音機

①
②

③

④

【 休 館 日 】　月曜日 ( 祝日の場合は翌日）
【開館時間】　午前 9 時 30 分から午後 5 時まで
【 会 場 】 目黒区めぐろ歴史資料館　企画展示室
【交通案内】　東急東横線・東京メトロ日比谷線「中目黒駅」から徒歩 12 分

　　　　　　東急バス　渋 71・恵 32 系統（駒沢通り）「正覚寺前」から徒歩 10 分
 　　　　　　  渋 41・渋 42・渋 43・黒 09 系統（山手通り）「目黒警察署前」から徒歩 5 分
                          ※めぐろ歴史資料館には、一般駐車場がありません。
                          公共交通機関でお越しください。（ただし障害者用の駐車場はあります。）

【問合せ先】　TEL : 03-3715-3571 FAX : 03-3715-1325
                          E-mail : m-rekishi@city.meguro.tokyo.jp

卍正覚寺

至大橋（246 号線）

東急東横線
至横浜

東急東横線

東京メトロ日比谷線

至渋谷
至恵比寿

目黒区総合庁舎
駒沢
通り

正覚寺前

山
手
通
り

目黒警察署前

目黒警察署

目黒区清掃事業所

中目黒駅

中目黒GT

至五反田

東京共済病院

目
黒
川

歩道橋

中目黒スクエア

黄色の案内看板

学校のよう
な建物です

！

2023.5.16     ～ 7.17火 月2023.5.16     ～ 7.17火 月

MEGURO

HISTORYHISTORYHISTORYHISTORY
2023.5.16     ～ 7.17
HISTORY

2023.5.16     ～ 7.172023.5.16     ～ 7.17
HISTORY

2023.5.16     ～ 7.17

MUSEUMMUSEUMMUSEUMMUSEUM

入館
無料MEGUROMEGUROMEGUROMEGUROMEGUROMEGUROMEGUROMEGURO

収 蔵 品

展

新

会　　期　令和 5 年 1 月 7 日（土）～ 3 月 5 日（日）
開館時間　午前 9 時 30 分～午後 5 時まで
観  覧  料　無料
休  館  日　月曜日（ただし、月曜日が祝日の
　　　　    場合は開館し、翌日は休館）

令和 4 年度　冬の企画展 昔のくらしと道具展

～ひやす あたためる～・
開催日　1 月 14 日（土）、1 月 28 日（土）、  2 月 18 日（土）
時間　　13 時 30 分～ 14 時 30 分

★色々な湯たんぽに触れてみよう
開催日　1 月 21 日（土）、2 月 11 日（土）、  2 月 25 日（土）
時間　　13 時 30 分～ 14 時 30 分

体験イベント
★昔の冷蔵庫に触れてみよう

　　　　    場合は開館し、翌日は休館）
開催日　1 月 21 日（土）、2 月 11 日（土）、  2 月 25 日（土）
時間　　13 時 30 分～ 14 時 30 分時間　　13 時 30 分～ 14 時 30 分

平
成
　 

年
度  

秋
の
企
画
展
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東急東横線
東京メトロ日比谷線
・中目黒駅：徒歩 12 分
東急バス
・渋 71・恵 32 系統 ( 駒沢通り )
　正覚寺前：徒歩 10 分
・渋 41・黒 09 系統 ( 山手通り )
　目黒警察署前：徒歩５分

卍
正覚寺

至大橋（246 号線）

東急東横線
至横浜

東急東横線

東京メトロ日比谷線

至渋谷
至恵比寿

目黒区総合庁舎
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通り
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通
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目黒警察署前

目黒警察署

目黒区清掃事業所

中目黒駅
中目黒GT

至五反田

東京共済病院
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目
黒
の
地
図
展平成 24(2012) 年 9 月 15 日 ( 土 ) ～ 11 月 25 日 ( 日 )

月曜休館　ただし 9/17( 月・祝 ) と 10/8( 月・祝 ) は
　　　　　開館し、9/18( 火 ) と 10/9( 火 ) 休館
開館時間　午前 9時 30 分～午後 5時
入館無料

東急東横線
東京メトロ日比谷線
・中目黒駅：徒歩 12 分
東急バス
・渋 71・恵 32 系統 ( 駒沢通り )
　正覚寺前：徒歩 10 分
・渋 41・黒 09 系統 ( 山手通り )
　目黒警察署前：徒歩５分

卍
正覚寺

至大橋（246 号線）

東急東横線
至横浜

東急東横線

東京メトロ日比谷線

至渋谷
至恵比寿

目黒区総合庁舎

駒沢
通り

正覚寺前

り
通
手
山

コンビニエンスストア

目黒警察署前

目黒警察署

目黒区清掃事業所

中目黒駅
中目黒GT

至五反田

川の資料館

●学芸職員による展示解説
日 時  9 月 17日、10月1･15･29日
　  　11月 12 日 ( い ず れ も 土 曜 日 )　
                 午後１時 30 分～２時
会 場 企画展示室

・
休 

館 

日    

月
曜
日(

た
だ
し
月
曜
日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

・
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後
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時
　
　
入
場
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料

30

会
期
　
　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日(

火)

～
　
　
月
　
　
日(

日)

23

13

11

20

9

こ
れ
ま
で
の
主
な
特
別
展
・
企
画
展

　目黒区めぐろ歴史資料館は、平成20(2008)年9月20日に開館して以来、
年に２～ 3 回の企画展を開催しました。
　春から秋の企画展では、当館で働く学芸員が目黒の歴史や文化につい
て調査・研究を行い、その結果を広く公開するために開催され、その内容
も多岐にわたります。
　平成 23(2011) 年度には、めぐろ歴史資料館の目玉展示だった胎内洞
穴で有名な目黒新富士を築造した近藤重蔵とその子・富蔵について取り上
げた「近藤重蔵と目黒新富士～重蔵・富蔵親子と新富士築造の謎～」を、
令和 4(2022) 年度には、目黒区に縁ある工芸に携わってきた職人たちを
取り上げ、その作品を数多く発表した「目黒の名工―千代鶴是秀×
小宮又兵衛×髙山一之―」を開催しました。
　他にも、江戸時代の目黒で盛んに行われていた鷹狩やタケノコ栽培を
紹介する展示や、目黒区が区政となった節目の年度には目黒区の歴史につ
いて紹介する展示、終戦の節目の年度には戦争関連の展示を行いました。
　冬の企画展は、小学校第 3 学年の学習に合わせて「昔のくらしと道具展」
と題し、毎年特集するテーマと資料を変えて、昔の道具の使い方やその
道具を使っていた当時の暮らしの様子について紹介しました。
　各企画展では、学芸員による企画展の展示のより詳細な解説を行うイベ
ントを開催しました。解説パネルには載せきれなかった研究の成果を伝え
るだけでなく、解説イベントに参加した来館者からは、質問を通して交流
を行ったことで、より展示に興味を持ったという感想をいただきました。

特に冬の企画展「昔のくらしと道具展」では、実際に展示されている
足踏みミシンや手回し蓄音機を動かしたり、氷式冷蔵庫に氷を入れてどれ
くらい冷えるのか実験する体験イベントを行いました。参加者は、初めて
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日
の
場
合
は
開
館
し
翌
日
は
休
館
） 

観
覧
料
：
無
料 

会

場
：
目
黒
区
め
ぐ
ろ
歴
史
資
料
館 

企
画
展
示
室 

正月や節句などの際に、将軍と大名は互いに贈り物をし、

主従関係を確認していました。江戸時代中期の但馬国出石

藩主仙石家へ宛てた将軍の返礼の手紙５点から、大名の進

物について紹介します。 

背景：松平乗邑書状（個人蔵・当館寄託） 

し
　    

　 

こ
う
　 

　
　 

ひ
ん

く

十返舎一九
「夷曲東日記」より

　　　　　鈴木春信
「駕篭で煙草を吸う女」より

根付「蝸牛ときのこ」

川瀬巴水「目黒不動堂」

平
成
２８
年 

秋
の
企
画
展

暮
ら
し
を
彩
る
嗜
好
品

い
ろ
ど

から

まで

会期中、講演会を開催します。

詳しくは、裏面をご覧下さい。

【開館時間】
 午前９時30分～午後5時

【休館日】
 月曜日(祝日の場合は翌日）

9月17日（土）
11月20日（日）

平成28年

鷹狩と目黒との関係を
子ども向けに紹介します。

 

○
○  

百
串 

で
ん 

が
く  

百
串

 

ひ
ゃ
っ
く
し                                                  

　  

ひ
ゃ
っ
く
し

将軍が鷹狩の際、立ち寄った茶屋で
注文したのは…？

  しょう   ぐん                       たか      がり                       さい 　　　　　  た                     　 よ  　　　　　　　　　ちゃ　    や　

 ちゅう    もん

 え              ど               じ             だい                              め             ぐろ

 なつ　　  やす                                                   れき            し                し           りょう        かん　                           まな

  かん　れん

ヒ
ン
ト
　「
花
よ
り
○
○
」

  

は
な  

　

何も書かれていなそうな木の板を
赤外線写真で見てみると…？

なに　　　　  　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  き                    　いた 　　　　    

せき      がい        せん       しゃ      しん                     　み

  たか    がり                     め      ぐろ                               かん      けい

  こ　　　　　　　　む　　　　　　　しょう  かい

東急東横線
東京メトロ日比谷線

・中目黒駅：徒歩 12 分

東急バス
・渋 71・恵 32 系統 ( 駒沢通り）

　正覚寺前：徒歩 10 分
・渋 41・黒 09 系統 ( 山手通り）

　目黒警察署前：徒歩５分

卍正覚寺

至大橋（246 号線）

東急東横線
至横浜

東急東横線

東京メトロ日比谷線

至渋谷
至恵比寿

目黒区総合庁舎
駒沢通り

正覚寺前

山
手
通
り

目黒警察署前

目黒警察署

目黒区清掃事業所

中目黒駅

中目黒 GT

至五反田

東京共済病院

目
黒
川

歩道橋

中目黒スクエア

黄色の案内看板

学校のような建物です！

中目黒駅からの写真付きの
道順案内のページもあります。

http://www.city.meguro.tokyo.jp/shisetsu/shisetsu/bijutsu/rekishi_shiryokan/index.html
詳しくは、目黒区公式 HP をご覧ください。めぐろ歴史資料館　 検索

（※企画展のページは 6 月 25 日公開）

入館無料

▼

東
洲
勝
月
「
温
古
東
錦

　
　
　
　
　徳
川
十
三
代
将
軍
御
鷹
之
図
」（
部
分
）

「一軒茶屋由緒」鏑木家文書（部分）

▼

▼鷹
番
停
止
の
高
札

享
保
六
（
一
七
二
一
）
年

　 ▲  
　歌川広重「名所江戸百景　目黒爺々が茶屋」（部分） 

鷹
　
　番

 

た
か   

　
　
　
　
　ば
ん ①「学芸員と展示を見て回ろう」

関連イベント

①～③申し込み不要。
②③は会期中
いつでもできます。

 がく       げい        いん　              　てん         じ　       　　　  み                         まわ

たか       がり                                                                                                                      　え

お　　　　　    がみ　                                                 こう      さつ          づく

②「折り紙でミニ高札作り」
③「鷹狩モチーフのぬり絵」

いずれも土曜日、午後１時１５分～午後１時４５分
７月１５日・２２日・２９日、８月５日・１９日

河
鍋
暁
斎
画
「
絵
本
鷹
か
が
み
」（
部
分
）

▼

平成２９年　　月 　　日 ( 火 ) から
　　
　        　　　　　月 　　日 ( 日 ) まで

７　 ４
9　 3

【休館日】月曜日 ※７月１７日（祝）は開館し、翌日休館　　　

【開館時間】午前９時３０分～午後５時

と江戸時代の目黒
～夏休みは歴史資料館で学ぼう～

鷹狩
た か     が り 平成２９年度 夏の企画展

なつ　　　　 き      かく    てん

マネキ

山吉経ヶ嶽講の先達

勧進帳

鈴

御身抜箱

御三幅

目黒の富士塚・富士講資料
―企画展―

目黒新富士築造２００年記念イベント「目黒の富士山信仰」

令和元年６月１日(土)～９月１日(日)

　今年は、文政２(1819)年に目黒新富士が築造されてから２００年の節目にあた
ります。その記念イベントとして企画展と講演会を開催いたします。
　企画展では、目黒の富士塚および富士講に関する資料などを紹介いたします。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※裏面に講演会のお知らせがあります。

月曜日(祝日の場合は翌日)
６月２３日(日)臨時休館

無料

午前９時３０分～午後５時

当館企画展示室

開館時間
休館日

入館料
会場

東急東横線
東京メトロ日比谷線

・中目黒駅：徒歩 12 分

東急バス
・渋 71・恵 32系統 ( 駒沢通り）
　正覚寺前：徒歩 10 分
・渋 41・黒 09系統 ( 山手通り）
　目黒警察署前：徒歩５分

卍正覚寺

至大橋（246 号線）

東急東横線
至横浜

東急東横線

東京メトロ日比谷線

至渋谷
至恵比寿

目黒区総合庁舎
駒沢
通り

正覚寺前

り
通
手
山

目黒警察署前

目黒警察署

目黒区清掃事業所

中目黒駅

中目黒GT

至五反田

東京共済病院

川
黒
目

歩道橋

中目黒スクエア

黄色の案内看板

学校のよう
な建物です

！

めぐろ歴史資料館　 検索詳しくは、目黒区ホームページをご覧ください。こ
れ
ま
で
の
主
な
特
別
展
・
企
画
展

みる資料とそれに触れることに緊張しつつも、最後には昔と現在の道具と
の違いを楽しく学べたと、大人から子どもまで幅広い世代に好評でした。
　これらの企画展を開催するにあたり、担当学芸員が、展示する資料
の選定、会場設営、解説執筆・ポスターチラシのデザイン、ライティング
などを作り上げています。
　めぐろ歴史資料館は一時休館となりますが、その期間中も学芸員たち
は調査と研究を続け、開催場所や手法を変えて企画展を開催できるよう
に準備をします。新たな資料館と開催される企画展をどうか楽しみに
お待ちください！

企画展名一覧
4 ページ左上から時計回りに

「ある旗本がみた幕末―武島家文書にみる旗本・御家人の世界―」( 平成 21 年度 )
「近藤重蔵と目黒新富士～重蔵・富蔵親子と富士塚築造の謎～」( 平成 23 年度 )
「目黒区制施行 80 周年記念 1932 目黒区誕生―和を以て貴しとなすー」( 平成 24 年度 )
「目黒の地図展」( 平成 26 年度 )
「暮らしを彩る嗜好品」( 平成 28 年度 )
「鷹狩と江戸時代の目黒」( 平成 29 年度 )
「目黒の富士塚・富士講資料｣ ( 令和元年度 )
「昔のくらしと道具展　くらしのうつりかわり」( 令和元年度 )
「郷土玩具へのまなざし～菱田コレクション展～」( 令和 2 年度 )
「中世武士目黒氏の軌跡―列島を駆け抜けた武士たち―」( 令和 3 年度 )
「昔のくらしと道具展　つくるということ」( 令和 3 年度 )
「ミニ史料展　仙石家文書―大名の手紙を読む―」( 令和 3 年度 )
「目黒区区制施行 90 周年展　目黒 90 年の面影」( 令和 4 年度 )
「目黒の名工　千代鶴是秀×小宮又兵衛×髙山一之」( 令和 4 年度 )
「昔のくらしと道具展　ひやす・あたためる」( 令和 4 年度 )
「開館 15 周年記念　新収蔵品展」( 令和 5 年度 )
「目黒の教育 150 周年記念展　集いし学び舎―過去から現在へ―」( 令和 5 年度 )
「昔のくらしと道具展　伝える・のこす」( 令和 5 年度 )
「目黒の戦後　地域、そして学びのあゆみ / 新発掘速報展」( 令和 6 年度 )
「昔のくらしと道具展　食にまつわる道具」( 令和 6 年度 )
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内藤政雄氏（昭和 61 年撮影）

『空襲記』表紙 『学童疎開中　吾家からの便り

“ 田道小学校三年夏から四年秋にかけて "』表紙

　『空襲記』は原稿用紙 160 枚に及ぶ長編の記録となっており、内容としてはアジア・太平洋戦争後

半の状況や、目黒区や日本国内の銃後の生活状況、学童集団疎開に我が子を送り出す前の親の心境

などが詳細に記されていました。一民間人が残した戦争体験の記録としては特異なものであり、

政雄氏の文章力の高さから、読み物としても引き込まれるものとなっていました。

　また、『空襲記』の関連資料で、内藤政雄氏の御子息である政弘氏（存命）の疎開先に届けられた

手紙類を集成した『学童疎開中　吾家からの便り “ 田道小学校三年夏から四年秋にかけて ”』については、

当時の銃後の状況や疎開児童を想うご家族の状況などが案じられる内容となっていました。

刊行までの経緯

　目黒区民の内藤政雄氏（故人）が執筆した『空襲記－末子、政弘

に与ふる手紙に寄せて―』（以下『空襲記』）が当館収蔵庫から令和

5 年 10 月に発見されました。詳細な資料調査の結果、長編の戦争

体験記録で、当時の目黒区内外や学童疎開の状況などが詳細に書

きつづられていました。

自発的に民間人が残した戦争体験記録としては他に類を見ない

ものであるため、資料館では戦後 80 年となる今年、教育機関や

ご家庭で平和教育資料としてご活用していただくことを目的に、

『空襲記』及びその他関連資料の翻刻、政雄氏ご家族へのインタ

ビュー、資料解説・論考をまとめ、『空襲記－銃後の目黒と疎開し

た我が子の記録―』を令和 7 年 7 月 19 日に刊行しました。

資料内容

令和 7年度報告
戦後 80年　めぐろ歴史資料館平和教育関連事業

『空襲記　銃後の目黒と疎開した我が子の記録』刊行
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ミニ企画展の様子刊行物『空襲記　銃後の目黒と疎開した我が子
の記録』表紙。ミニ展入口パネルにも活用。

　当該書籍について、当館と目黒区総合庁舎内の広報広聴課で販売したところ、目黒区のみならず

東京都外の遠方から購入したいという連絡が多く寄せられ、今までにない反響がありました。

特に読売新聞（8 月 8 日東京版朝刊）・東京新聞（8 月 21 日）による書籍刊行についての記事が

掲載されて以降、特集記事を見て買いに来たという方が多くいらっしゃいました。

　また、その関連で目黒区内の方々から、従軍関係の写真や勲章といった戦時中の資料の寄贈依頼

が寄せられました。これらのことから、今回の刊行については目黒区のみならず、全国的な反響が

大きかったと思われます。

　加えて 7 月 19 日～ 8 月 31 日の期間、『空襲記－銃後の目黒と疎開した我が子の記録―』刊行に

あわせて、ミニ企画展「『空襲記』からみる 80 年前の日々」を開催し、『空襲記』の原本など関連

資料を展示しました。この企画展も、「自身や親族の戦争体験を回想することができた」、「自分たち

の住んでいるところが 80 年前は焼け野原だったことを知ることができた」、など老若男女様々なご

感想があり、こちらも大きな反響がありました。この他、団体向けの平和教育に関する講演会依頼

などが当館へ寄せられました。

　戦後 80 年が経過し、往時を知る方々が減少していることから、直接的な戦争体験を「語り継ぐ」

機会も減ってゆく事態に直面しつつあります。こうした状況で、今までの戦争体験談や戦争関連資料

を集積し、展示や書籍刊行など様々な方法で広く次世代へ継承してゆくことが、今後の平和教育に

対する博物館・資料館に求められている点だと考えられます。

　こうした点において、『空襲記－銃後の目黒と疎開した我が子の記録―』の刊行は、今後の戦争

体験継承と平和教育の推進という観点から、非常に大きな意味があったと思われます。

反　響

これからの戦争証言について



古民家紹介

古民家（旧栗山家主屋）
入 館 料　無料
開館時間　9:30 ～ 15:30
休 館 日　月・火曜日

（ただし祝日は公開。両日とも祝日の場合は翌日が休館日）
12/28 ～ 1/4

電話番号　03-3714-8882
所 在 地　目黒区碑文谷 3-11-22  すずめのお宿緑地公園内

【電車】東急東横線「都立大学駅」から徒歩約 10 分
【バス】東急バス黒 10 系統「碑文谷三丁目」から徒歩約 1 分

森 91 系統「平町」から徒歩約 3 分

文化財係（目黒区教育委員会事務局生涯学習課）

文化財の保護・保存・活用・普及・埋蔵文化財に関する業務

電話番号　03-5722-9320

月～金曜日　8:30 ～ 17:00

（ただし、祝日及び 12/29 ～ 1/3 を除く）

卍
卍

卍

碑文谷　
五丁目交番

清水池公園

円融寺

碑文谷八幡宮

大岡山
東住区センター

至渋谷

至横浜

目黒通り

東 

急 

東 

横 

線

円
融
寺
通
り

高木神社

                       古民家 年間行事予定

５月 ６月４月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

4 月上旬～ 5 月上旬
　　　　端午の節句

7 月上旬
七夕飾り

2 月上旬～ 3 月上旬
                  雛人形飾り

　　  12 月中旬
　　  すす払い

　　10 月中旬
　　お月見

諸般の事情により、日程・内容等は変更になる場合があります。詳細は『めぐろ区報』または目黒区のホームページでご確認ください。

目黒区古民家（旧栗山家主屋）は、栗山重治氏の旧宅で昭和 54 年
(1979)3 月に目黒区指定有形文化財となりました。栗山家は旧衾村の
村方三役の「年寄」の家柄で、門構えが厳しく制約された江戸時代にあ
って「長屋門」を配することを許されていました。栗山家長屋門も同じ
く目黒区指定有形文化財となっており、長屋門は解体・保存されています。

指定理由は「栗山家の身分格式を象徴するもので、江戸時代中期に、
さかのぼり得る建築とみられ、すでに都市化された目黒区にあって往時
の面影を残す、きわめて貴重な建造物である」（抜粋）とされました。
同年７月に栗山氏が目黒区に寄贈し、解体された後、昭和 59 年（1984）
3 月に「すずめのお宿緑地公園」内に移築復元されました。

構造形式は、桁行 7.5 間、梁間 5 間、広間型平面・寄棟造・平入で、
現在の屋根は銅板葺ですが、もとは茅葺でした。

郷土資料室（目黒区教育委員会事務局生涯学習課）

 目黒区の歴史・文化に関するレファレンス・資料寄贈のお問い合わせ・目黒区古民家管理など

 電話番号　03-3715-3571　月～金曜日　8:30 ～ 17:00　（ただし、祝日及び 12/29 ～ 1/3 を除く）

 目黒区総合庁舎 5 階

めぐろ歴史資料館・文化財だより　第 21 号
令和８年 3 月発行　　　　
発行　目黒区教育委員会
編集　めぐろ歴史資料館
　　　（目黒区教育委員会事務局生涯学習課）
印刷　有限会社ジンキッズ

係名が変わります！


